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研究成果の概要（和文）：複数局のレーダー画面をクラウドサーバーで統合し、配信するシステムを構築した。
練習船、実運航フェリー、陸上局の3局のレーダーを本研究では利用した。3局のレーダー画面をLTE通信によ
り、クラウドサーバーに送信した。クラウドサーバーでは、3局のレーダーを重ね合わせにより広域レーダー画
面を作成した。さらに、クラウドサーバーでは、webブラウザのhttpにより広域レーダー画面を配信する所期の
システムを構築することができた。

研究成果の概要（英文）：The distribution system of the integrated wide RADAR image based on the 
onboard and onshore RADAR images utilizing the cloud server was developed. The system consisted of 
three RADAR stations, Training Ship, Ferry and onshore RADARs in this research. Three RADAR station 
images were sent to the cloud server by LTE radiocommunication, the cloud server integrated the each
 RADAR station image and created wide RADAR image. Then the cloud server distributed the wide RADAR 
image via internet http.

研究分野：海事システム
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１．研究開始当初の背景 
船舶自動識別装置（AIS）の普及により、
船舶相互の位置情報の認識が容易となって
きていた。しかしながら、AIS は一定トン数
以上の大型船に搭載義務があるものの、小型
船には搭載義務がなく、価格面からも小型船
まで含めた普及は難しい状況であった。しか
しながら、レーダーは小型船を含め多くの船
が搭載しており、各船のレーダー画面を共有
することができれば、自船の前方の海域、島
影により自船レーダーでは写らない海域の
情報を得ることができ、航行の安全に寄与す
るものと考えられる。 
海上での通信について 5GHz 無線アクセス
システムが、利用のための申請が容易になり、
普及拡大のため新たなアプリケーションが
求められていた。また、海上での携帯電話の
データ通信は、3G 通信は沿岸部で通信の実現
が示されているもののLTE通信の保証はされ
ていなかった。ただし、保証がされていない
だけで、瀬戸内海や沿岸であれは、LTE 高速
通信の可能性が示唆され、実際に通信してい
ることが報告されていた。 
 
２．研究の目的 
船舶のレーダー画面と陸上局のレーダー
画面をクラウドサーバーに集約して、合成し
た広域レーダー画面を作成し、船舶に配信す
るシステムの構築を行う。具体的には、固定
陸上および移動船舶局のレーダー画面をク
ラウドに収集する。次に重ねあわせにより広
域レーダー画面を作成する。移動船舶局のレ
ーダー画面のクラウドへの転送には、携帯電
話網または無線 LAN を活用する。配信システ
ムでは、インターネットの http を利用し､他
船のレーダーを含めた広域のレーダー画面
を閲覧できるようになる。また、レーダー画
面を提供しない小型船でも、携帯電話網がつ
ながる海域であれば、スマートフォンやタブ
レットにより、広域レーダー画面を閲覧でき
るようになり、その実現を目的とした。 
 
３．研究の方法 
陸上レーダー局の整備として、大島商船高
等専門学校（山口県大島郡周防大島町）校舎
屋上に船舶用レーダーを設置した（写真 1）
同行屋上階の部屋にレーダー画面キャプチ
ャ装置、コンピュータ、Wi-Fi ルーターを用
意し、後述する処理を行ったレーダー画面を
クラウドサーバーに転送した。 
大島商船高等専門学校練習船「大島丸（全
長 41m、総トン数 228 トン）」（写真 2）は、2
台のレーダーを搭載しており、陸上レーダー
同様に、実習航海中のレーダー画面をクラウ
ドサーバーに転送した。 
練習船大島丸の実習航海は時間が限られ
ているため、大島商船専門学校のある屋代島 
（周防大島）周辺の山口県柳井港～愛媛県三
津浜港を運航する実運航フェリー（写真 3）
の協力を得て、陸上レーダー、大島丸レーダ

ー同様にレーダー画面をクラウドサーバー
に転送した。なお、本フェリーは、実験開始
当初は1台のレーダー画面のみを転送してい
たが、途中からは 2台のレーダー画面を転送
するようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1 陸上レーダー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 練習船大島丸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3 実運航フェリー 
 



クラウドサーバーにレーダー画面を転送
する際に、前処理として、以下の処理を行う
プログラムを開発した。(1)画面を png 形式
（または jpg 形式や bmp 形式）で保存する。
(2)レーダー円内を残し、レーダー円外の箇
所を削除する。(3)画面上部が北向き（ノー
スアップモード）ではなく、画面上部が船首
方位（ヘッドアップモード）にしている場合
は、船首方位を読み取り、北が上部に向くよ
うに回転処理を行う。(4)表示しているレン
ジ（半径）が状況により異なるため、基準と
するレンジに合うよう、拡大たまは縮小を行
う。(5)クラウドサーバーで重ね合わせを行
うため、レーダーエコーのない、無地黒色の
箇所に透過処理を加える。(6)重ね合わせの
際のレーダー画面位置情報が必要のため、上
記処理をしたファイルに GPS の緯度・経度情
報を埋め込む。以上の処理をした上で、クラ
ウドサーバーにレーダー画面を転送した。処
理前後のレーダー画面を図 1、2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 処理前のレーダー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 処理後のレーダー画面 

 
クラウドサーバーでは、陸上局と船舶局か
ら送られたレーダー画面について、画面に埋
め込まれた緯度・経度情報も基づきサーバー

が準備する地図上に配置し、広域レーダー画
面を作成し、http で配信するシステムを構築
した。これにより、ユーザーは指定したイン
ターネットのurlにアクセスすると広域レー
ダー画面を閲覧することができるようにな
る。 
 
４．研究成果 
配信した広域レーダー画面の例を示す。図
3は、実運航フェリー一往復レーダーの 10 分
おきの画面について重ね合わせをした広域
レーダー画面である。この場合､時間遅れが
あるものの当該海域の状況、例えば漁船等の
小型船が多いか少ないかなどの判断に役立
つものとなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 配信した広域レーダー画面の例(1) 
 
図 4は、大島商船高等専門学校屋上レーダ
ーと運航フェリーのレーダー画面の2画面の
合計3画面を重ね合わせた広域レーダー画面
であり、ほぼ同時刻のものである｡1 分程度の
更新遅れがあるもののほぼリアルタイムで
配信でき、更に多くの複数局の処理も問題な
く実現可能と考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 配信した広域レーダー画面の例(2) 
 
通信面においては、実運航フェリーにおい
ては、海上で LTE 通信を利用したが、問題な
く通信ができた。また、5GHz 帯無線アクセス
システムによる船陸間通信実験を行い、指向
性アンテナと無指向性アンテナを組み合わ
せることにより、5Km 以上の距離でも 10Mbps



以上を達成し、インターネットを介さないロ
ーカルでのシステム構築の可能性について
も確認することができた。 
当初は、船舶が指定された url にアクセス
し、自船から離れた前方海域等の広域海域を
閲覧することを目的としていたが、陸上から
の船舶の運航状態の把握にも利用できるこ
とが明らかとなり、今後、船舶運航のモニタ
リングにも活用できると考える。 
その他、レーダー画面の他に、レーダーの
機能として他船を捕捉した情報を小型船の
位置情報をクラウドに転送し、AIS 情報と統
合して配信するシステム、小型船ユーザーが
所有するスマートフォンのGPS情報をクラウ
ドに転送し、同じく AIS 情報と統合し配信す
る位置情報共有システムについても検討を
加えた。 
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